
●取り組み前   
有料媒体に求人を出しても、応募がない場合があり、募集方法を見直す必要が生じていた。また、定
着率は悪くはなかったが、出産を機に退職する女性もおり、どうすれば長く勤めてもらえるのかを模
索するようになった。さらに、中小企業は、待遇面では大手企業にかなわないので、違う面で勝負で
きないかと考え始めた。
業務面では、店長やエリア担当者がときおりスタッフにディスプレイをコーチングしたりしていたが、
定期的な面談などは行っていなかった。

●取り組み後   
ハローワーク求人や京都ジョブパークの企業説明会などを利用し、職場見学を取り入れて応募
につなげる。
よりいっそう「安心して働ける会社」になれるよう、数年前から専務が店舗をまわって、スタッ
フの面談を行うようになった。さらに、「スキルアップシート」を導入し、スタッフのモチベー
ションアップと、自身の成長につながるようサポートしている。

●継続している取り組み   
20 年ほど前から月に一度スタッフ全員で勉強会を実施し、スタッフ自らテーマを決めてプレゼンする場を設け、みんなでそれ
について学んでいる。また、その場で社長が自らの想いを語り、「会社のデザイン」、つまりこれからどんな会社にしていきた
いのか、どんなふうに協力してほしいかなどをスタッフに伝えている。
京都の中小・零細企業は、一致団結して、これまでも多くの危機を乗り越えてきた。1社では弱いけれども、商店街やご近所
などと協力して、これからも京都を盛り上げていく。

人材確保のための、我が社の取り組み

スキルアップシートの導入や面談で、社員の成長を可視化できるように

Case
６

永楽屋 細辻伊兵衛商店（株式会社永楽屋）
所在地：京都市中京区室町通三条上る役行者町 368 番地
業種：染織商品製造小売  　URL：http：//www.eirakuya.jp
回答者：代表取締役 十四世　細辻 伊兵衛さん ／ 取締役 総務担当　清水 裕史さん

きっかけ

取り組みの方法

職場見学を実施し、実際の職場を見てもらうことで、応募や入社につなげている。新卒者向けに
インターンシップの導入も予定している。

人生には学びが必要で、学ばなければデザインのひらめきにもつながらない。従業員が学びながら日々
成長していける職場であることが大切。スキルアップに関しては、モデルケースとなる先輩を見つける
など、「何年先にはこうなりたい」というビジョンがもてるよう、スキルアップシートや面談を活用して
目標を設定してもらい、成長を見守っていく。

手軽に買って帰れる1枚の布には、京都の素晴らしさが凝縮されている。400年以上の歴史
を誇る当社では、京都の歴史・文化、染色、デザインなど、さまざまなことが学べる環境である。
1枚の布を通して情緒豊かな京都文化を学び、それをお客様に伝え、その価値を理解しても
らう仕事は、大手企業の好待遇に負けない魅力があると信じ、これからもそれを発信していく。

●ポイント ●

ひとこと
コメント

400 年以上続く「日本最古の綿布商」。デザイン性・機能性などに優れた個性的な商品を製造・販売する人気店とし
て、これまでは求人を出せば多くの応募があったが、リーマンショック以降、応募者が明らかに減少。コミュニケー
ションの苦手な若者が増加傾向にあるといわれ、接客業は敬遠されがちになってきていると実感するようになった。

えいらくや　 　　　ほそつじいへえしょうてん

例 1

スキルアップシートの導入は、専務の面談との相乗効果で、スタッフが自分自身を見直すきっ
かけとなり、将来どうなりたいかを具体的に描くツールにもなった。

例 2

マニュアルなどの資料を整えて、入社したてのスタッフがスムーズに業務を行えるようにし
た。マニュアルがすべてではないが、最初は指針があるほうが働きやすいと判断したため。

例 3


